
1 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

第2章

サーバーの構成



2 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

目次：サーバーの構成

1. アプリケーション・サーバーの構成
2. データ・ソースの構成
3. HTTPサーバーの構成



3 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

１．アプリケーション・サーバーの構成

1. アプリケーション・サーバーについて
2. 構成方法について
3. IBM i HTTPアドミン・サーバーの開始
4. IBM Web Administration for i の開始

5. “アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード
6. アプリケーション･サーバーで使用するJVMの選択

7. アプリケーション・サーバーの開始
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アプリケーション・サーバーについて

�WebSphere Application Server (WAS) は、Javaコンポーネントの実行環境

– HTTPサーバーおよびデータベース・サーバーと連携して動作します

– この資料では、全てが同一のIBM i 上に存在する場合の構成方法を記述します

Plug-In Webコンテナ- EJBコンテナ-

アプリケーション・サーバー

XML構成
ファイル

サーバー管理情報
を保管するファイル

http

WebSphere Application Server

HTML

画像

HTTPHTTPHTTPHTTP
サーバーサーバーサーバーサーバー

Servlet

JSP EJBブラウザ

http

データベース
データ
ソース



5 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

構成方法について

� IBM i 上のWASの構成方法は2通り

–WASが提供する機能で構成する

•スクリプト、管理コンソール(Integrated Solution Console) などを利用する

– IBM i の提供するWebインターフェースから構成する

• IBM Web Administration for i を利用する

� この資料では、IBM i の提供するWebインターフェースを使用する方法を記述する

– IBM i のバージョンは 7.1 を想定

– IBM Systems Director Navigator for IBM i の一機能として存在する IBM Web 
Administration for i を利用する

• HTTP グループPTF (SF99368) レベル13 が前提

–WAS 8.5のエディションは Express を想定

– libertyプロファイルプロファイルプロファイルプロファイルのののの作成作成作成作成についてはについてはについてはについては、、、、P.31 【【【【参考参考参考参考】】】】liberty プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルのののの作成作成作成作成
およびおよびおよびおよび以下以下以下以下Information Centerをををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください

• http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wasinfo/v8r5/topic/com.ibm.websphere.
wlp.iseries.doc/topics/twlp_setup.html
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IBM i HTTPアドミン・サーバーの開始

� HTTPサーバーの*ADMINサーバー・インスタンスの開始

– 5250セッションから下記コマンド入力

• STRTCPSVR SERVER(*HTTP) HTTPSVR(*ADMIN)

–ジョブ開始の確認

• WRKACTJOBでサブシステムQHTTPSVR下のジョブを確認

「ADMIN」ジョブが3つ、
「ADMIN1~4」の4つの

ジョブが稼動していること
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IBM Web Administration for i の開始(1)

� ブラウザーからIBM Web Administration for i にログイン

–Firefox などのブラウザーから以下のURLを入力

• http://<ホスト名またはIPアドレス>:2001/HTTPAdmin

– *ALLOBJ、*SECADM特殊権限を有するIBM i のユーザー名、パスワードを入力
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IBM Web Administration for i の開始(2)

� IBM i Web Administration for i が表示されます

– 「管理」タブを選択します

Web Administration for i ののののインインインイン
ターフェースターフェースターフェースターフェースからからからから、、、、libertyプロファプロファプロファプロファ

イルイルイルイルのののの作成作成作成作成、、、、管理管理管理管理はできませんはできませんはできませんはできません
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【補足】IBM Web Administration for i の開始

� IBM Systems Director Navigator for IBM iのメニュー･ビューから「IBM iの管理」→「イ
ンターネット構成」と展開し、表示される「インターネット構成」画面からIBM Web 
Administration for i を選択し、起動することもできます
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(1)

� 「アプリケーション・サーバーの作成」をクリックします
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(2)

� アプリケーション･サーバー作成ウィザードが開始します。「次へ」をクリックします
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(3)

� 作成するWASのバージョン、エディションを選択します
– ここでは「V8.5 Express」を選択し、「次へ」をクリックします

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(4)

� 任意のアプリケーション・サーバー名、記述を入力します
– サーバー名はWASプロファイル名、IBM i のジョブ名として使われます

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(5)

� 作成するWASサーバーと関連付けるHTTPサーバーを指定します
– ここでは「新規HTTPサーバー(powered by Apache)の作成」を選択します

①①①①

②②②②

ここでここでここでここで作成作成作成作成せずせずせずせず、、、、後述後述後述後述(P.52)のののの

ようにようにようにように、、、、別途作成別途作成別途作成別途作成したしたしたした既存既存既存既存のものものものも
のとのとのとのと関連付関連付関連付関連付けることもできますけることもできますけることもできますけることもできます
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(6)

� HTTPサーバー構成を指定します。サーバー名、ポートを指定し「次へ」をクリックします
– サーバー名は、IBM i のジョブ名になります。ここでは他と重複しないポート番号を指定します

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(7)

�WASで使用する内部ポートを指定し「次へ」をクリックします
– 他と重複しない連続した20個のポートが必要になります

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(8)

� 導入するサンプル・アプリケーションを指定し「次へ」をクリックします
– 特に要求が無ければデフォルトのままで

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(9)

� EIMを利用したシングル･サインオンの為のIDトークンの構成の有無を指定します
– ここでは構成しないため「トークンを構成しません」を選択し「次へ」をクリックします

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(10)

� 設定した項目を確認します
– 「アプリケーション・サーバー」タブを選択し構成情報を確認します

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(11)

– 続いてHTTPサーバー」タブを選択し、構成情報を確認します

– 内容に不備がなければ、「完了」をクリックします

①①①①

②②②②
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(12)

� サーバーの状況が「作成中」と表示されます
– 作成には数分かかります
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“アプリケーション・サーバーの作成“ウィザード(13)

� 作成が完了すると、作成したサーバーのプロファイルの管理画面に切り替わります
– サーバーの状況は「停止済み」となっています
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アプリケーション･サーバーで使用するJVMの選択

� プロファイルで使用するJVMを指定することができます
– WebSphere Application Server V8.5 は IBM Technology for JavaVM 6 (32bit) をデフォ

ルトで使用します

– JDK 1.7 の新しい機能を使用する場合など、 5250コマンド･ラインよりQSHELLを起動してス
クリプトを実行し変更、確認できます

� 製品ディレクトリー(/QIBM/ProdData/WebSphere/Appserver/V85/Express/bin)より managesdk
スクリプトを使用

– オプション：
• -profileName プロファイル名(指定しない場合は、すべてのプロファイルに適用されます)
• -sdkname 1.6_32 | 1.6_64 | 1.7_32 | 1.7_64
(1.6_32=JavaSE6 32bit版、1.6_64= JavaSE6 64bit版、1.7_32=JavaSE7 32bit版版版版、、、、
1.7_64=JavaSE7 64bit版版版版) 

– ※※※※5761-JV1 Option 14、、、、15がががが導入導入導入導入されているされているされているされている場合場合場合場合、、、、JavaSE 7をををを指定指定指定指定することすることすることすること可可可可

– 作成したプロファイルWAS85EXPで、JavaSE 7 32bitのIBMTechnology for JavaVMを使用
する場合の実行例

• cd /QIBM/ProdData/WebSphere/Appserver/V85/Express/bin

• managesdk –enableProfile –profileName WAS85EXP –sdkname 1.7_32 –enableServers

• ※WAS85EXPは作成した任意のプロファイル名

– 稼働中のサーバーである場合、サーバーの再起動が必要になります

> managesdk -enableProfile -profileName WAS85EXP -sdkname 1.7_32 -enableServers
CWSDK1017I:  プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル WAS85EXP はははは、、、、 SDK 1.7_32 をををを使用可能使用可能使用可能使用可能になりましたになりましたになりましたになりました。。。。
CWSDK1001I:  要求された managesdk タスクが正常に実行されました。

New!!



24 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

アプリケーション･サーバーで使用されているJVMの確認

� managesdkスクリプトを使用し、アプリケーション･サーバーで使用されているJVMを確認すること

もできます

– 作成したプロファイルWAS85EXPで、使用されているJVMを確認する場合の実行例

• cd /QIBM/ProdData/WebSphere/Appserver/V85/Express/bin

•managesdk -listEnabledProfile -profileName WAS85EXP -verbose

•※WAS85EXP は確認する任意のプロファイル名

– 以下では、JavaSE 7 の32bitを使用していることを示しています

> managesdk -listEnabledProfile -profileName WAS85EXP -verbose                 
CWSDK1004I:  プロファイル WAS85EXP :                                        
CWSDK1006I: PROFILE_COMMAND_SDK = 1.7_32                   

- com.ibm.websphere.sdk.version.1.7_32=1.7                       
- com.ibm.websphere.sdk.bits.1.7_32=32                           
- com.ibm.websphere.sdk.location.1.7_32=/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk70/32bit                                               
- com.ibm.websphere.sdk.platform.1.7_32=os400                    
- com.ibm.websphere.sdk.architecture.1.7_32=ppc64                
- com.ibm.websphere.sdk.systemlaunchproperties.1.7_32=${WAS_INSTALL_ROOT}/properties/

systemlaunch/base/os400/generic/1.7_32.systemlaunch.properties  
- com.ibm.websphere.sdk.nativeLibPath.1.7_32=${WAS_INSTALL_ROOT}/lib/native/os400/

ppc_32 
CWSDK1008I:  ノード MELON_WAS85EXP  の SDK  名 : 1.7_32                    
- com.ibm.websphere.sdk.version.1.7_32=1.7                       
- com.ibm.websphere.sdk.bits.1.7_32=32                           

･･･
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(参考)稼動中サーバーで使用されるJVMの判別方法

� アプリケーション･サーバー起動時のジョブ･ログを見ることで、使用されている
JVMを判別することもできます

–アプリケーション･サーバーのジョブ･ログ

– F1キーで詳細表示

– パスとJVMの種類

• IBM Technology for Java 6 32bit JVM = /QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk6260/32bit

• IBM Technology for Java 6 64bit JVM = /QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk626/64bit

• IBM Technology for Java 7 32bit JVM = /QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk70/32bit

• IBM Technology for Java 7 64bit JVM = /QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk70/64bit

CALL PGM(QWAS85A/QWASSTRSVR) PARM('-profilePath' '/QIBM/UserData/WebSphere
/AppServer/V85/Express/profiles/WAS85EXP' '-server' 'WAS85EXP')           
034866/QEJBSVR/WAS85EXP の ACGDTA がジャーナルできない。理由は 1 です。
JAVA 仮想マシンは IBM TECHNOLOGY FOR JAVA です。 PID(894) 。
Server starting with user profile QEJBSVR and JDK 1.6.0.                  
WebSphere application server WAS85EXP ready. 

メッセージ . . :   JAVA 仮想マシンは IBM TECHNOLOGY FOR JAVA です。
PID(1071) 。
原因－－ JAVA_HOME 環境変数は /QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk626/32bit で
す。
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アプリケーション・サーバーの開始(1)

� 開始するサーバーを選択して、緑の矢印アイコンをクリックします

①①①①
②②②②
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アプリケーション・サーバーの開始(2)

� 開始するサーバーを確認して、「始動」ボタンをクリックします
– 関連付けられているHTTPサーバーを同時に起動することができます

①①①①

②②②②
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アプリケーション・サーバーの開始(3)

� サーバーの状態が“開始中”になります
– 「最新表示」アイコンで最新状況を表示させることができます
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アプリケーション・サーバーの開始(4)

� サーバーが開始されると「実行中」に変わります

– サブシステムQWAS85下で、サーバー名(プロファイル名)と同名のジョブが1つ実行されます
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アプリケーション・サーバーの開始(5)

�WASに関連付けられたHTTPサーバーが実行中になる

– サブシステムQHTTPSVRの元で、サーバー名と同名のジョブが複数実行される
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【参考】liberty プロファイルの作成

�WAS 8.5からlibertyプロファイルが新しく提供されています
� IBM Web Administration for iからの作成、管理は行えず、QSHELLから実施します
�WAS製品ディレクトリー配下のwlp/binディレクトリーにserverスクリプトがあります

– サーバーの作成

• server create

– サーバーの起動

• server start

– サーバーの停止

• server stop

� 詳細については、以下Information Centerをご参照ください

– http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wasinfo/v8r5/index.jsp?topic=%2Fcom.ibm.webspher
e.wlp.iseries.doc%2Ftopics%2Ftwlp_setup.html

V8.5
New!
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２．データ・ソースの構成

1. JDBCドライバーの選択
2. “データ・ソースの作成”ウィザード
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JDBCドライバーの選択

� JDBCドライバーの選択

–ローカルのデータベースへアクセスする場合

• IBM Developer Kit for Java JDBCドライバーを使用

– Type 2 (Native) 

• IBM Toolbox for Java JDBCドライバーも使用可能

– Type 4 (Pure Java)

–リモートのデータベースへアクセスする場合

• IBM Toolbox for Java JDBCドライバーを使用

� この資料では、Type2 JDBCドライバーを使用する方法を記述する

–WAS とDB2が同一のIBM i 上に存在する構成であるため
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“データ・ソースの作成“ウィザード(1)

� 「データ・ソースの作成」を選択します
– 定義されたデータ・ソースはこの画面にリストされています
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“データ・ソースの作成“ウィザード(2)

� 任意のデータソース名を指定し、「次へ」をクリックします

①①①①

②②②②
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“データ・ソースの作成“ウィザード(3)

� JDBCプロバイダーを選択します
– 当資料ではデフォルトで作成される既存のプロバイダーを指定します

①①①①

②②②②
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“データ・ソースの作成“ウィザード(4)

� 既存のJDBCプロバイダーの一覧から使用するプロバイダーを選択します
– ここでは、「DB2 UDB for iSeries (Native)」 を選択します

①①①①

②②②②
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“データ・ソースの作成“ウィザード(5)

� 接続するデータベースの情報を入力します
–ここでは、同一システム上のDBにアクセスするため、*LOCALを指定します

①①①①

②②②②
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“データ・ソースの作成“ウィザード(6)

� アプリケーションから使用するJNDI名を指定します
– デフォルトでは、データソース名の前に”jdbc/”が付きます

①①①①

②②②②
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“データ・ソースの作成“ウィザード(7)

� 指定したパラメーター確認画面が表示されます
– 確認後、「完了」ボタンを押します

①①①①

②②②②
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“データ・ソースの作成“ウィザード(8)

� ウィザードが終了し、サーバーの管理画面が表示されます
– データ・ソースのリストに、新規に作成した「DataSource01」が表示されます
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３．HTTPサーバーの構成

1. HTTPサーバーの選択
2. “HTTPサーバーの作成”ウィザード
3. HTTPサーバーとWASの関連付け
4. HTTPサーバーの開始
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HTTPサーバーの選択

� IBM i 上で使用可能なHTTPサーバーは2通りあります

– IBM HTTP Server (Apacheで稼動)

– Lotus Domino HTTPサーバー

� この資料では以下の構成について記述します

– IBM HTTP Server (Apacheで稼動)

–HTTPサーバーとWASサーバーを個別に作成し、関連付けを行う場合

• HTTPサーバーとWASサーバーを同時に作成する場合には、「1.アプリケーション･サー

バーの構成」を参照のこと
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(1)

� サイド･バーにある「HTTPサーバーの作成」をクリックします



45 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

“HTTPサーバーの作成”ウィザード(2)

� 任意のサーバー名と説明を入力します

– 指定したサーバー名は、IBM i 上のジョブ名に使われます

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(3)

� サーバー・ルートを設定します

– 指定したIFS上のディレクトリーに、構成情報、ログなどが作成されます

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(4)

� 同様に文書ルートを設定します

– 指定したIFS上のディレクトリーに、HTTPサーバーで処理するファイルを配置します

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(5)

�HTTPサーバーでlistenするIPアドレスおよびポート番号を指定します

–デフォルトのポート番号は80になります

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(6)

� HTTPサーバーのアクセス・ログの設定を行います

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(7)

� ログ・ファイルを保持する時間を設定します

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(8)

� 設定を確認後、「完了」ボタンを押します

①①①①

②②②②
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“HTTPサーバーの作成”ウィザード(9)

� 作成したHTTPサーバーの管理画面が表示されます

– サーバーは”停止済み”の状態になっています
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HTTPサーバーとWASの関連付け(1)

� サーバー管理画面のサイドバーの”WebSphere Application Server” をクリックします



54 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

HTTPサーバーとWASの関連付け(2)

� 関連付けるWASとそのプロファイルを指定します

①①①①

②②②②

1.導入導入導入導入されているされているされているされているWASをををを選択選択選択選択しますしますしますします
（（（（ここでここでここでここでははははV8.5.0.0 Express)

2.WASののののプロファイルプロファイルプロファイルプロファイルをををを選択選択選択選択しますしますしますします
3.WASののののアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションをををを選択選択選択選択しますしますしますします

1
2

3
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HTTPサーバーとWASの関連付け(3)

� サイドバーから、“構成ファイルの表示”をクリックします



56 © 2012 IBM Japan Systems Engineering Co.,Ltd.

HTTPサーバーとWASの関連付け(4)

� 構成ファイルが表示されます
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HTTPサーバーとWASの関連付け(5)

� 構成ファイルの最初の2行で、HTTPサーバーとWASの関連付けを定義しています

– 1 WebSpherePluginConfig
/QIBM/UserData/WebSphere/AppServer/V85/Express/profiles/WAS85EXP/config/cells/MEL
ON_WAS85EXP/nodes/MELON_WAS85EXP/servers/IHS_WEB01/plugin-cfg.xml

– 2 LoadModule was_ap20_module /QSYS.LIB/QWAS85A.LIB/QSVTAP22.SRVPGM

� 1行目はWASのHTTPプラグイン構成ファイル( plugin-cfg.xml ) の位置を示します

– これは関連付けるWASのプロファイルのディレクトリーの下に存在します

� 2行目はWASのHTTPプラグインの本体となるプログラムを示します

– WAS V7.0より、QHTTPSVRライブラリーではなく、QWAS8xというWAS製品ライブラリーに

あるモジュールに変更になっています

• 「x」は、システムに導入しているWAS の数によって異なります
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HTTPサーバーの開始(1)

� “停止済み”になっているサーバーを、緑の矢印アイコンをクリックし開始します

– 開始するサーバー名が表示されていることを確認します
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HTTPサーバーの開始(2)

� サーバーの状態が“実行中”に変わります

– QHTTPSVRサブシステムの下でHTTPサーバーと同名のジョブが実行されます


